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○
大
西
次
長 

十
年
経
過
後
は
、
基
本

的
に
は
売
却
先
の
民
間
会
社
と
入
居
者

と
の
間
で
決
め
ら
れ
る
。
入
居
者
の
保

護
を
強
め
る
観
点
か
ら
十
年
間
と
い
う

の
は
相
当
長
い
期
間
と
し
て
設
定
し

た
。 

○
島
津
議
員 

十
年
後
は
借
地
借
家
法

の
世
界
と
な
り
、
こ
の
法
律
の
精
神
は
、

居
住
権
の
保
障
に
あ
る
。
普
通
契
約
者

は
借
地
借
家
法
で
は
、
正
当
な
事
由
が

な
け
れ
ば
家
主
に
よ
る
立
ち
退
き
請
求

は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
、
十
年
先
の
保

障
も
国
と
し
て
も
し
っ
か
り
見
守
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
。 

 

新
規
案
内
は
保
証
人
、
礼
金
不
要 

○
島
津
議
員 

現
在
、
雇
用
促
進
住
宅

を
賃
貸
物
件
と
し
て
案
内
し
て
い
る
ビ

レ
ッ
ジ
ハ
ウ
ス
は
「
Ｕ
Ｒ
、
公
社
、
市

町
村
が
運
営
す
る
公
営
住
宅
と
は
異
な

る
低
価
格
賃
貸
住
宅
で
す
。
抽
選
・
礼

金
・
保
証
人
不
要(

保
証
会
社
加
入
で
敷

金
も
不
要)

」「
礼
金
、
手
数
料
、
更
新
料

も
ゼ
ロ
、
保
証
人
不
要
」
と
う
た
っ
て

い
る
。 

○
大
西
次
長 

民
間
会
社
の
募
集
条
件

に
つ
い
て
直
接
、
答
え
る
立
場
に
は
な

い
が
、
機
構
か
ら
は
、
保
証
人
不
要
と

い
う
形
で
入
居
者
の
募
集
を
開
始
し
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。 

○
島
津
議
員 

定
期
契
約
の
入
居
者
で

更
新
の
際
に
保
証
人
が
確
保
で
き
な
い

場
合
は
ど
う
な
る
の
か
。 

○
大
西
次
長 

現
在
の
入
居
者
に
は
、

十
年
間
は
契
約
内
容
を
維
持
し
て
も
ら

う
と
し
て
い
る
の
で
、
引
き
続
き
保
証

人
は
必
要
だ
。
今
後
、
入
居
者
と
新
し

い
家
主
が
保
証
人
を
立
て
な
い
で
契
約

で
き
る
か
と
い
っ
た
条
件
の
変
更
に
つ

い
て
は
、
売
却
先
の
民
間
会
社
と
ご
相

談
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の

際
、
入
居
者
に
有
利
と
な
る
契
約
の
変

更
は
可
能
で
あ
る
と
な
っ
て
い
る
。 

 

入
居
者
の
居
住
権
の
保
障
は
国
の
責
任 

○
島
津
議
員 

今
回
、
西
日
本
ブ
ロ
ッ

ク
は
、
大
手
不
動
産
投
資
会
社
に
売
却

さ
れ
、
東
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
の
住
宅
も
再

度
入
札
に
か
け
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
雇
用
促
進
住
宅
は
国
民
の
大
事
な

資
産
で
あ
り
、
し
か
も
、
入
居
者
つ
き

で
売
却
す
る
と
い
う
な
ら
、
何
十
年
経

っ
て
も
、
入
居
者
の
居
住
権
を
侵
害
す

る
よ
う
な
こ
と
は
決
し
て
や
っ
て
は
な

ら
な
い
。
こ
れ
は
経
過
か
ら
い
っ
て
も

国
の
責
任
だ
。 

雇
用
促
進
住
宅
は
、
国
民
の
雇
用
保
険

を
財
源
と
し
て
、
「
石
炭
か
ら
石
油
へ
」

と
い
う
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換

に
と
も
な
い
、
移
転
や
転
職
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
人
々
の
住
居
確
保
を
目
的
に
１

９
６
０
年
か
ら
供
給
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

最
高
時
に
は
38
万
人
が
居
住
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
資
格
要
件
が
緩
和
さ
れ
、

「
職
業
の
安
定
を
図
る
た
め
に
宿
舎
の

確
保
を
図
る
こ
と
が
必
要
」
な
勤
労
者
も

対
象
に
な
り
ま
し
た
。
２
０
０
８
年
に
発

生
し
た
世
界
金
融
危
機
（
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
）
の
影
響
で
、
雇
止
め
に
あ
い
、
仕

事
と
住
居
を
失
っ
た
多
く
の
労
働
者
や
、

東
日
本
大
震
災
の
避
難
者
を
受
け
入
れ

て
き
ま
し
た
。 

昨
年
十
月
、
国
は
、
住
宅
を
東
日
本
と

西
日
本
の
二
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
一
括

で
売
却
す
る
一
般
競
争
入
札
を
行
い
ま

し
た
。
結
果
、
西
ブ
ロ
ッ
ク
は
三
百
六
十

六
億
二
千
二
百
万
円
で
落
札
さ
れ
、
こ
と

し
四
月
か
ら
、
落
札
し
た
ア
タ
ミ
合
同
会

社
、
そ
の
後
名
前
が
変
わ
っ
て
全
国
民
間

賃
貸
サ
ー
ビ
ス
合
同
会
社
が
運
営
を
行

い
ま
す
。 

現
在
、
全
国
に
千
百
八
十
一
住
宅
、
十

万
八
千
八
百
六
十
七
戸
の
住
宅
が
あ
り

ま
す
。 

入
居
者
は
、
今
後
の
生
活
が
ど
う
な
る

の
か
、
不
安
と
心
配
の
声
が
絶
え
ま
せ

ん
。 

島
津
議
員
は
、
「
雇
用
促
進
住
宅
は
、

も
と
も
と
国
民
の
雇
用
保
険
を
財
源
と

し
て
、
住
宅
の
目
的
も
、
国
の
住
宅
政

策
の
中
で
長
年
公
的
住
宅
と
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
を
国
が
民
間
に
売
却
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
国
民
の
貴
重
な
財

産
を
手
放
す
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
」

と
述
べ
て
質
問
を
続
け
ま
し
た
。 

 

入
居
者
の
不
安
を
招
か
な
い
よ
う
国
も

丁
寧
に
対
応
し
た
い 

○
島
津
議
員 

こ
れ
ま
で
公
的
住
宅
と

し
て
国
と
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障

害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
（
以
下
、

機
構
）
が
管
理
運
営
等
に
責
任
を
持
っ

て
い
た
が
、
民
間
会
社
が
住
宅
の
運
営

を
行
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
国
や
こ
の
機

構
の
責
任
は
ど
う
な
る
の
か
。 

 

○
古
屋
範
子
厚
労
副
大
臣 

今
回
の
売

却
で
は
、
十
年
間
の
転
売
禁
止
、（
家
賃

な
ど
の
）
賃
貸
条
件
変
更
の
禁
止
な
ど

の
条
件
を
つ
け
て
い
る
。
売
買
契
約
書

上
で
交
わ
さ
れ
た
契
約
内
容
で
あ
る
た

め
、
契
約
違
反
が
あ
れ
ば
、
売
却
先
の

民
間
会
社
が
機
構
に
違
約
金
を
支
払
う

こ
と
に
な
る
。 

売
却
先
の
民
間
会
社
が
契
約
違
反
を

し
た
場
合
に
は
、
売
り
主
で
あ
る
機
構

で
適
切
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
厚
生

労
働
省
も
入
居
者
の
不
安
を
招
か
な
い

よ
う
、
丁
寧
に
対
応
し
た
い 

 

入
居
者
に
対
す
る
責
任
あ
る
説
明
を 

○
島
津
議
員 

現
在
、
入
居
者
に
は
、

所
有
者
変
更
に
伴
う
賃
貸
契
約
の
継
承

の
お
知
ら
せ
と
い
う
一
枚
の
ペ
ー
パ
ー

が
届
け
ら
れ
、
住
宅
に
よ
っ
て
は
、
そ

れ
が
張
り
出
さ
れ
て
い
る
だ
け
。
き
ち
ん

と
説
明
を
行
う
べ
き
だ
。 

○
大
西
康
之
厚
労
省
職
業
安
定
局
次
長 

今
回
の
売
却
条
件
に
つ
い
て
入
居
者

に
平
成
二
十
七
年
度
に
各
住
宅
に
お
い

て
説
明
会
を
実
施
し
た
。
民
間
会
社
に
売

却
し
た
内
容
は
、
当
時
す
で
に
説
明
し
た

も
の
と
同
じ
で
あ
っ
た
の
で
、
今
回
は
文

書
で
知
ら
せ
る
対
応
の
み
と
し
た
。 

○
島
津
議
員 

そ
の
説
明
会
に
入
居
者

の
何
割
の
方
が
出
席
し
た
の
か
。
説
明
会

の
情
報
さ
え
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

り
、
自
治
会
の
一
部
の
代
表
だ
け
に
説
明

が
行
わ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
昨
年
の
私

の
質
問
に
対
し
て
、
厚
労
省
職
業
安
定
局

次
長
は
、
丁
寧
に
や
る
と
答
弁
す
る
な

ど
、
こ
の
間
の
国
会
答
弁
で
も
丁
寧
な
説

明
を
行
う
と
し
て
い
た
。
入
居
者
の
多
く

が
、
不
安
で
た
ま
ら
な
い
と
の
思
い
を
持

つ
。
丁
寧
に
説
明
を
行
う
、
こ
れ
は
責
任

を
持
つ
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

○
大
西
次
長 

各
入
居
者
の
皆
様
に
、
売

却
後
も
現
在
の
契
約
条
件
等
を
引
き
継

ぐ
旨
の
御
連
絡
を
し
た
中
に
は
新
会
社

の
連
絡
先
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
等
も
記

載
さ
れ
て
い
る
。 

 

10
年
目
以
降
も
住
み
続
け
ら
れ
る
担
保 

○
島
津
議
員 

十
年
間
は
家
賃
等
の
変

更
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
住
み
続
け
ら

れ
る
。
十
年
が
過
ぎ
た
ら
ど
う
な
る
の

か
。
住
み
続
け
た
い
と
い
う
入
居
者
の
皆

さ
ん
の
願
い
を
ど
の
よ
う
に
担
保
す
る

の
か
。 

日
本
共
産
党
の
島
津
幸
広
衆
院
議
員
は
、
10
日
、
内
閣
委
員
会
で
、
政
府
の

方
針
で
あ
る
２
０
２
１
年
度
ま
で
の
完
全
廃
止
に
向
け
、
全
国
の
西
半
分
が
民

間
会
社
に
売
却
さ
れ
た
雇
用
促
進
住
宅
の
問
題
に
つ
い
て
、
国
と
独
立
行
政
法

人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
の
責
任
を
た
だ
し
ま
し
た
。
島
津
議

員
は
、
国
民
の
大
事
な
資
産
で
あ
る
同
住
宅
の
入
居
者
の
居
住
権
が
侵
害
さ
れ

な
い
よ
う
、
国
が
責
任
を
負
う
べ
き
だ
と
強
調
し
ま
し
た
。 

 


